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ラベンダー精油に対する嗜好性を考慮した心理的リラックス効果の「見える化」 
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＜ポイント＞ 

〇 ラベンダー精油の香りを嗅いだ際の情動由来の心理的リラックス効果を快不快の 

 生理応答指標である鼻部皮膚温度で「見える化」（可視化）しました。 

〇 ラベンダー精油の香りを嗅いでいる際に心理的リラックス効果を得るためには、 

  その香りを好きであるという前提条件が必要でした。 

〇 当社独自の色表現可視化ツールである Aroma Rainbow 
®を用いてラベンダー精油の

香りに対する色のイメージ表現を行なったところ、ラベンダーの香りが好きな人は

薄い紫を、嫌いな人は濃い紫を選ぶ傾向にあることがわかりました。 

〇 これらの結果は、ラベンダーの香りによる心理的リラックス効果を嗜好別に可視化

できただけでなく、嗜好と色味度合いのマッチングも明らかにしたことで、製品パ

ッケージから実際に製品の香りを嗅いでリラックスするまでのトータルデザインに

客観的な指標として貢献できることが期待されます。 

 

 この研究成果は 2021年 9月 2日～4日に開催された第 23回日本感性工学会大会 

（オンライン開催/主催 東京電機大学）で発表されました。 

 

＜背景・目的＞ 

コロナ禍の影響により、在宅時間が増加した昨今の社会環境において、気分の切り替

えやリラックスといった効果を謳う商品に対する需要が高まっています。アロマセラピ

ーという言葉にも代表されるように、気分や集中力の向上、苛立ちや不安な感情を和ら

げるといった目的で、古来より香りが活用されてきた経緯を踏まえると、香りはその解

決策の一つになると考えられます。 

特に、ラベンダーの香りを活用した商品は多く販売されており、その精油には、鎮静

作用や安眠作用、抗不安作用などの薬理作用があるとされています [1-6]。これはラベ

ンダー精油やその主成分であるリナロールや酢酸リナリルが肺や鼻の血管から吸収さ

れ、血中を通じて直接脳へ作用し、その結果、自律神経系や中枢神経系に影響を及ぼす

ことで起こる作用を指しています。例えば、ラベンダー精油中のリナロールが脳内に取
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り込まれてGABA受容体に作用することで鎮静作用が起こることなどが報告されてい

ます [7, 8]。 

一方、リラックスには上記の薬理作用以外に嗅覚を介した感情由来（良い香り→リラ

ックス）の心理的な作用があることは容易に想像がつきます。この場合、同じ香りであ

ったとしても、嗜好性により嗅いだ時の印象を心地よく感じる人もいれば、不快に感じ

る人もいることから、心理的リラックス効果を深堀するには嗜好性を考慮することが重

要です。そこでラベンダー精油のリラックス効果をより詳細に網羅的に説明することを

目的に、ラベンダーの香りの嗜好性に着目した心理的リラックス効果を検証することに

しました。 

 

＜研究内容＞ 

Ⅰ. 鼻部皮膚温度計測によるラベンダー精油の心理的リラックス効果の「見える化」 

 

情動ストレスによる自律神経活動依存的な血流量の変化に伴って、鼻部皮膚温度が顕

著に変化します。不快状態時は交感神経優位で血流量が減少し、鼻部皮膚温度が下降、

快状態時は副交感神経優位で血流量が増加し、鼻部皮膚温度が上昇します [9]。この知

見を利用してラベンダー精油の香りによる心理的リラックス効果の「見える化」が可能

か検証しました。また、ラベンダー精油の香りの嗜好性が高くても低くても心理的リラ

ックス効果があるのか確認しました。 

ラベンダー精油の香りが好きな8名、嫌いな8名に① 何も入っていない無臭の瓶（コ

ントロール）、② ラベンダー精油の入った瓶のそれぞれの瓶口を5分間嗅ぎ続けてもら

い、嗅いでいる時の鼻部皮膚温度をサーモグラフィで測定しました。各測定終了直後、

実験中の心理状態に変化が起きたかどうかを調べるために、「リラックス度」について

Time series Visual Analog Scale（T-VAS）法 [10]による主観評価を実施しました。 

実験開始時の鼻部皮膚温度をベースラインとし、各時間における温度変化 ⊿ T（℃）

を算出したところ、ラベンダー精油の香りが好きな群は① 無臭（コントロール）より

② ラベンダー精油のほうで有意に温度上昇幅が大きくなることがわかりました。また、

「リラックス度」T-VASの結果を解析したところ、① 無臭（コントロール）より② ラ

ベンダー精油のほうで有意にリラックス度が高いことがわかり、鼻部皮膚温度の結果と

相関関係が見られました。一方、ラベンダー精油の香りが嫌いな群では好きな群の結果

と全く対照的な結果が得られました。この結果から、ラベンダー精油の香りによる心理

的リラックス効果を鼻部皮膚温度測定で「見える化」できることが示され、少なくとも

ラベンダーの香りを嗅いでいる際に心理的リラックスを得るには、ラベンダー精油の香

りを好きであることが前提条件と判明しました（図1）。 
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図1．各サンプルの吸入時における鼻部皮膚温度変化及びリラックス度主観評価結果 

(a) ラベンダーの香りが好きな群 (b) ラベンダーの香りが嫌いな群 

 

Ⅱ. Aroma Rainbow 
® によるラベンダー精油の嗜好別色イメージ表現 

 

Ⅰの研究に加えてラベンダー精油の香りと心理面の関係性をさらに検証するために、

当社独自の香り可視化ツールであるAroma Rainbow 
®  [11, 12]を用いて、ラベンダー精

油の香りに対する色のイメージ表現を嗜好別に行い、色イメージ表現に違いが生じるか

確認しました。 

Ⅰの実験協力者（ラベンダー精油の香りが好きな8名、嫌いな8名）にⅠの実験中、鼻
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部皮膚温度測定後に「リラックス度」主観評価と一緒にAroma Rainbow 
® を実施しま

した。 

Aroma Rainbow 
® に関する詳細は下記URLをご参照ください。 

https://www.t-hasegawa.co.jp/index.php/research/document/45 

 

 このAroma Rainbow 
® 結果を解析したところ、ラベンダー精油の香りが好きな人は明

度の高い薄い紫を、ラベンダーの香りが嫌いな人は明度の低い濃い紫を無意識化で選ぶ

傾向にあることがわかりました（図2）。 

 

 

 

図2．ラベンダー精油の香りに対するAroma Rainbow 
® の嗜好別結果 

 

＜結論＞ 

鼻部皮膚温度測定技術を用いてラベンダーの香りによる心理的リラックス効果を嗜

好別に「見える化」することができ、心理的リラックス効果を得るにはラベンダーの香

りを好きであることが必要と判明しました。また Aroma Rainbow 
® でラベンダー精油

の香りに対する嗜好と無意識化で選択する色味度合いのマッチングも明らかにするこ

とができました。このような当社の評価技術は製品を購入する際の指標となる製品パッ

ケージから実際に製品の香りを嗅いで、使用中、使用後にリラックスするまでのトータ

ルデザインに客観的な指標として利用でき、再購入意欲を高めるための製品満足度向上

に貢献できることが期待できます（図 3）。 

 

https://www.t-hasegawa.co.jp/index.php/research/document/45
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図3．製品購入サイクルにおける当社評価技術及び調香技術の役割 
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